
第２回 FD/SD 研修「なるほど！アクティブ・ラーニング」 
 
１．概要 

講師は一般社団法人キャリア形成支援協議会代表の酒元謙二氏。「学生をやる気にさせる CIS 行動

学とは」をテーマに、いかに半年におよぶアクティブ・ラーニングで学生のモチベーションを保ち

高い成果を上げているのかについてご講演を頂いた。 

今回は質問や意見を大分大学からも出してほしいという先方の希望もあり、お互いの大学の取り

組みに対して具体的解決策や情報共有を行う時間を設け、参加した教職員たちと意見交換を行った。 

 終了後、参加者へのアンケートを実施。研修内のどの分野に興味を持ち、自身の授業にどのよう

に取り入れていきたいかをリサーチし、今後、FD/SD 研修が具体的にどのように役立つのかを検討す

る材料とする。（別紙データ参照） 

 

 

２．開催日時： ６月９日（１3時 10 分～15時 40 分） 

３．場所   ： 大分大学教養教育棟 35号教室 

４．研修内容： ２部構成（１部講演・２部意見交換会） 

13:10 講師紹介 

13:13 酒元氏によるご講演 

          ①CIS 行動学とは 

          ②琉球大学をはじめ各大学で行っている具体的取り組み 

          ③企業とのかかわり方 

          ④学生のモチベーションを保つ方法 

14:40 休憩 

14:50 意見交換会 

15:40 終了 

５．参加者数：合計４０名 

大分大学教員２５名、職員１５名 他大学教員１名 

６．アンケート内容 

（問１）研修の ① AL、② キャリア教育、③ IS、④ CIS 行動学 に関する情報を、現在のご自分

の業務（講義、IS、産学連携、それらの支援など）に応用したいですか。 
Ａ 今回の内容を一度ぜひ応用してみたい（数字に〇を付けてください） 

①ＡＬ    ②キャリア教育     ③ＩＳ     ④ＣＩＡ行動学  
Ｂ 現在の自分の取組と融合、相乗させてより改善してみたい 
Ｃ 現在の自分の授業・職務の改善に応用することはなかった 

（問２）一番関心がある内容の数字に〇を付けてください 
①ＡＬ    ②キャリア教育     ③ＩＳ     ④ＣＩＡ行動学 

  （自由記述） 

 



 

 



７．教職員の意識（アンケートから） ※回答数 23（回答率：57.5％） 

（１）アンケート集計から 

（問１）現在のご自分の業務（講義、IS、産学連携、それらの支援など）に応用したいですか。 
Ａ 今回の内容を一度ぜひ応用してみたい 
Ｂ 現在の自分の取組と融合、相乗させてより改善してみたい 
Ｃ 現在の自分の授業・職務の改善に応用することはなかった 

（問１-②）今回の内容を一度ぜひ応用してみたい内容は何ですか。 
図１：問１                                   図２：問２ 

 

 

（問２）一番関心がある内容は何ですか。 

図３：問２ 

    図１～図３を総合的に見ると、アクティブ・ラーニ

ング関する関心が高く、自分の授業にどう取り入れられ

るのかについて大いに参考になったことがわかる。また、

図１からは、何らかの形で自分の授業に応用したいとい

う意欲が高いこともわかった。 

  しかし、インターンシプに関しては、「応用」にしても

「「関心」にても０％であり、今回のＦＤでは効果がなか

ったのか、もともとインターンシップを取り入れる考え

が無いのか分析する必要がある。 
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（２）自由記述から 

１）成果に関すること 

〇グループ内での学びを進めるためのリーダー選挙などＰＢＬを成功させるための秘訣を学べた。 

〇最初のサイレンススタートやリーダー選挙など、大人数のクラスを動かす方法を学べた。 

〇「CIS 行動学」の学生の「意識を変える」ことが、社会人として就職後の実践において、様々な問題解

決を行っていくのに役立てることを学べた。 

〇学生時代から企業の方々と交流することで、より具体的な実例とふれ合うことが出来ることも社会人

基礎力向上につながることを学べた。 

〇ＡＬの意義が再確認できたので、自分の授業にＡＬ的な要素を取り入れる参考になった。 

〇企業対応等がフィールドワークに適用できないが考えたい。 

〇「学生はやるんだ」という先生の言葉から、基本的なことが学べた。 

２）さらに知りたいこと・お願いしたいこと 

〇工学系での例などをお聞きしたい。 

〇成果物が知的財産になった例や共同研究につながった例があるかどうか知りたい。 

〇ミッション選定でフィルターはかかっていると思いますが、秘密保持契約につながる事例もどうする

のか知りたい。 

〇パワーポイントのスライドの資料を配布して頂けるとさらに良かった。 

 

（３）考察 

今回の目的である「地域での学生の学ばせ方、主体性の養成方法」に関しては、具体的な事例を

とおした内容であり、大きな成果があったと考える。理論的に学んで入口まで来た「学修の手法」

を、今後、具体的に自分の授業のどう取り入れるのかという次の学びが求められていると受け止め

ている。 

  また、回答率が 57.5％と低いことから、単純に「参加者全体の傾向」と捉えることはできないと

考えている。 


